
研修 

事例 
後継者育成研修 笠間焼後継者育成研修 

 

【 内 容 】 

本研修は，県内工芸陶磁器業界の後継者の確保及び技術水準の向上を図る目的で実施

しています。 

ろくろ成形技術の基礎を学ぶ成形Ⅰ科（1 年間），釉薬調合技術の基礎を学ぶ釉薬Ⅰ科

（6ヶ月）など，全部で 10種類の研修科目があります。本年度は 24名が研修修了を予定

しています（3月 19日研修発表会）。 

現在では，笠間市周辺で工芸陶磁器業を営む人たちの約６割が研修修了者です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ21年度 研修カリキュラム（成形Ⅰ科） 

 期  間 内  容 

ろくろ成形の基礎 4～5月 土練り 小鉢 陶磁器概論（座学） 

椀物・平物 5～7月 飯椀 皿 所外研修 ガス窯焼成実習 

筒物・袋物 8～11月 湯呑み マグカップ 徳利 花瓶 登り窯焼成実習 

組み物 12～3月 急須 外部講師による実技指導 

修了制作 2～3月 自由課題 研修成果発表会 

 

Ｈ21年度 研修カリキュラム（釉薬Ⅰ科） 

 期  間 内  容 

基礎課題 4～5月（10～11月） 三角座標 色釉 ゼーゲル座標 ガス窯焼成実習 

個別課題 6～9月（12～3月） 
実験計画 試験片成型～施釉～焼成 観察～考察  

所外研修 研修成果発表会 

 

基礎となった事業 平成 21 年度 人材育成事業 

担当部門 工芸技術部門 
部門長 佐藤 茂 

主 任 久野 亘央 
tel：0296-72-0316 


